
・独自成分　薬用ハイドロキシアパタイト（ｍＨＡＰ）配合でむし歯を予防！
・発泡剤不使用なので泡が出にくい
・コメ胚芽油（湿潤剤）配合
・キシリトール使用（甘味剤）
・マイルドな味なので家族全員で使える



Ｊ
Ａ
豊
里
店
を
複
合
施
設
へ
リ
ニュ
ー
ア
ル

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
へ

Ｊ
Ａ
畜
産
部
会
が
定
期
総
会
　
共
励
会
表
彰
式
も

表彰を受ける肉牛枝牛の部で最優秀賞の井出さん
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各種相談日
くらしのアドバイス
理事会だより

C O N T E N T S

　当ＪＡは、4月7日から22日までの16日間開催された
第15回上田城千本桜まつりの「上田城おもてなし物
産展」へ出店。旬の農産物をはじめ、りんごジュース
などの加工品を販売し、祭りを盛り上げました。

　4月20日、ＪＡ助け合いの会は第13回目となる定期
総会を開きました。安心して暮らせる地域づくりを目
指し、「地域住民の拠り所、関わりの場となれるような
活動に取り組んでいこう」と決意を固めました。

　当ＪＡは4月28・29日、5月3・12・13日に各会場で、4月
27日から5月6日まで各地区グリーンファーム店で「苗
祭り・苗市」を開きました。トマトやキュウリなど夏の
果菜類の苗を中心に販売し、会場は多くの来場者で
にぎわいました。

J A ト ピ ッ ク ス J A  T O P I C S

レシピ

堀井さん家のズッキーニ編

ＪＡ信州うえだの自己改革

　
当
Ｊ
Ａ
は
事
業
拠
点
再
構
築
の
一
環
で
、上
田
市
芳
田
の
Ｊ
Ａ
豊
里
店
を
福
祉

施
設
と
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、直
売
所
の
複
合
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。5
月
12
日
の
竣
工
式
に
は
、当
Ｊ
Ａ
と

（福）
ジ
ェ
イ
エ
ー
長
野
会
の
関
係
者
ら

52
人
が
出
席
し
、神
事
や
記
念
式
典
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
店
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
豊
里
店
施
設
検
討
委
員
会
、豊
里
区
域
運

営
委
員
会
な
ど
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。昨
年
12
月
か
ら
工
事
を
行
い
、ジ
ェ
イ
エ

ー
長
野
会
が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
」や
隣
接
す

る「
ふ
れ
あ
い
の
里
豊
里
農
産
物
直
売
所
」と
連
携
し
、高
齢
者
や
地
域
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
坂
下
組
合
長
は「
こ
の
施
設
を
起
点
と
し
て
、高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
福
祉

事
業
の
さ
ら
な
る
進
化
に
向
け
努
力
し
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、地
域
の
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
内
の
福
祉
施
設
は
、地
域
密
着
型
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設「
豊
殿
の
家（
う
ち
）」。定
員
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
12
人
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
6

人
。「
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
」の
サ
テ
ラ
イ
ト

施
設
と
し
て
ジ
ェ
イ
エ
ー
長
野
会
が
運

営
し
ま
す
。介
護
予
防
体
操
教
室
な
ど

も
行
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は「
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ａ

ｂ
ｏ
ｃ
ｃ
ｏ（
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
）と
よ
さ

と
」。地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
豊
殿
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で「
豊
殿
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
運
営
委
員
会
」を
構
成
し
て

地
域
住
民
で
運
営
し
、当
Ｊ
Ａ
が
事
務

局
を
務
め
ま
す
。だ
れ
で
も
立
ち
寄
れ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
、6
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

～「ねじれ腸便秘」に注目～

　
Ｊ
Ａ
畜
産
部
会
は
4
月
20
日
、Ｊ
Ａ
本
所
で
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。部
会
員
や
関
係
者
ら
42
人
が

出
席
し
、平
成
29
年
度
事
業
報
告
や
30
年
度
事
業
計
画
な
ど
4
議
案
を
可
決
。部
会
を
構
成
す
る
肉
牛
、

酪
農
、養
豚
の
3
部
門
が
専
門
部
ご
と
の
目
標
を
掲
げ
、「
消
費
者
の
求
め
る
安
全・安
心
な
畜
産
物
の
生

産
」「
コ
ス
ト
高
に
耐
え
得
る
経
営
の
確
立
」に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。役
員

改
選
で
は
、前
年
度
に
引
き
続
き
酪
農
専
門
部
の
小
林
誠
一さ
ん
が
部
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、「
第
23
回
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
畜
産
共
励
会
」の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。3
月
6
日
に

行
っ
た
審
査
会
で
は
、平
成
29
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
1
年
間
の
出
荷
成
績
を
も
と
に
、部
門
ご
と
の
入

賞
者
を
決
め
ま
し
た
。

◇肉牛枝牛の部
▽最優秀賞＝井出守雄（武石）
▽金賞＝久保田千丈（室賀）
▽銀賞＝竹内徳雄（武石）

◇和牛子牛の部
▽最優秀賞＝本田清（青木）
▽金賞＝北澤譲（室賀）

◇酪農生乳の部
▽最優秀賞＝（株）長門牧場（大門）
▽金賞＝杉田千代治（和）
▽銀賞＝櫻田律衛（青木）

　（敬称略、かっこ内は地区名）

認定書を手にする竹内さんと「特選牛」に認定された枝肉

畜産共励会入賞者

竹
内
徳
雄
さ
ん
黒
毛
和
種

京
都
食
肉
市
場「
特
選
牛
」に
認
定

　
京
都
食
肉
市
場
(株)
で
3
月
22
日
開
い
た
、当

Ｊ
Ａ
と
(有)
小
田
切
牧
場
の
合
同
枝
肉
研
修
会

で
、上
田
市
下
武
石
の
竹
内
徳
雄
さ
ん
が
出
品

し
た
枝
肉
が
、黒
毛
和
種
の
最
高
品
質
を
保
証

す
る
同
市
場
の
ブ
ラ
ン
ド「
京
都
食
肉
市
場 

特
選
牛
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

テープカットをする関係者





07 06

く
ら
し
を
つ
く
る

信
用
事
業

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
発
揮
と
他
部
門
と
の
連

携
強
化
に
よ
る
事
業
利
用
拡
大
に
つ
い
て

▼
貯
金
で
は
、Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
ク
ー
ポ

ン
券
付
定
期
貯
金「
マ
ル
シ
ェ
」に
よ
り
農
家

所
得
に
寄
与
し
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
商

品
で
は
、組
合
員
と
員
外
と
の
金
利
差
を
設

定
す
る
こ
と
で
、組
合
員
加
入
促
進
に
向
け

た
提
案
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
農
家
支
援
の一
環
で
、ひ
ょ
う
害
リ
ン
ゴ
を

金
融
商
品
契
約
者
等
に
粗
品
と
し
て

6
0
0
0
個
提
供
し
た
ほ
か
、自
然
災
害
や

野
菜
価
格
低
迷
に
対
し
て
は
新
た
に
災
害

対
策
資
金
を
設
定
し
ま
し
た
。

生
活
事
業

営
農
販
売
部
と
連
携
し
た
地
元
農
産
物
の

販
売
拡
大
に
つ
い
て

▼
組
合
員
の
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、ひ

ょ
う
害
果
実
の
定
例
訪
問
で
の
取
り
扱
い

や
、米
等
の
地
元
農
産
物
の
販
売
を
営
農
販

売
部
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
地
区
事
業
部
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
展

示
会
、相
談
会
を
開
催
し
、生
活
密
着
型
の

提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（株）
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
事
業
Ｐ
Ｒ
と
利
用
者

拡
大
に
つ
い
て

▼
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は「
虹
の
会
」の
Ｐ
Ｒ
を
通

し
て
の
葬
儀
・
法
事
等
の
利
用
拡
大
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

▼
Ｓ
Ｓ
事
業
で
は
お
客
様
感
謝
デ
ー
の
開

催
や
、安
全
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を

目
指
し
た
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（株）
オ
ー
ト
パ
ル
信
州
う
え
だ

地
域
密
着
型
事
業
運
営
に
つ
い
て

▼
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
並
び
に
近
隣
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
合
同
展
示

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
利
用
者
へ
の
柔
軟
な
対
応
と
営
業
力
強

化
を
目
指
し
た
拠
点
整
備
を
実
施
し
、業

務
の
効
率
化
と
集
中
化
を
図
り
ま
し
た
。

共
済
事
業

地
域・組
合
員
の
く
ら
し
づ
く
り
と
利
用

満
足
度
の
向
上
に
つ
い
て

▼
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
と
し
た

訪
問
・
提
案
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、

く
ら
し
づ
く
り
全
般
に
わ
た
る
相
談
機
能

の
発
揮
に
つ
と
め
ま
し
た
。

▼「
あ
ん
し
ん
チ
ェッ
ク
活
動
」の
実
践
に
よ

り
、多
様
な
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
組
合

員・利
用
者
に「
プ
ラ
ス
ワ
ン
活
動
」を
展
開

す
る
こ
と
で
、利
用
者
満
足
度
の
向
上
を

目
指
し
ま
し
た
。

福
祉
事
業

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
自
立
支
援
に

つ
い
て

▼
Ｊ
Ａ
独
自
の
予
防
介
護・運
動
機
能
向

上
教
室
を
開
催
し
1
2
1
教
室
で

4
4
3
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
支
援
事
業

地
域
の
交
流
促
進
と
高
齢
者
の
安
心
確

保
に
つ
い
て

▼
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

管
内
1
5
6
会
場
で「
よ
り
あ
い
広
間
」

を
開
催
し
、地
域
の
交
流
促
進
、高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
の

高
齢
者
生
活
支
援
事
業「
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と

サ
ー
ビ
ス
」へ
の
期
待
と
役
割
が
高
ま
る

中
で
、多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
の
確
保
及
び
利
用
者
の
自
立
支

援
と
高
齢
者
の
安
心
確
保
に
取
り
組
み

ま
し
た
。Ｊ

Ａ
を
つ
く
る

組
織
基
盤
拡
大（
組
合
員
加
入
促
進
）や

組
織
運
営
へ
の
参
画
に
つ
い
て

▼
Ｊ
Ａ
活
動
へ
の
参
画
や
事
業
Ｐ
Ｒ
、各

地
区
で
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
充
実
を
目
指

し
、組
合
員
加
入
促
進
運
動
を
実
践
し

ま
し
た
。共

感
を
つ
く
る

世
代
を
超
え
た
組
合
員
及
び
地
域
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
つ

い
て

▼
年
間
を
通
じ
て
、地
域
や
組
合
員
と
収

穫
・
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、日
本
農
業
新
聞
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
、食
、農
、Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
促
進
に
向
け

た
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
集
／
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
の
自
己
改
革〈
終
〉

農
を
つ
く
る

営
農
関
連
事
業

地
域
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
と
地
域

農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

▼
地
域
農
業
の
羅
針
盤
で
あ
る「
地
域
農

業
振
興
ビ
ジ
ョン
」に
基
づ
き
、生
産
者
や
各

部
会
等
と
の
対
話
を
強
化
し
、ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し

た
。

▼
Ｊ
Ａ
独
自
の
農
業
支
援
プ
ラ
ン
を
拡
充

し
、パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業
を
中
心

に
、苗
の
助
成
や
複
合
経
営
の
促
進
に
も
取

り
組
み
、昨
年
度
は
1
3
0
件
、1
2
4
6

万
円
の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
生
産
資
材
価
格
に
つ
い
て
は
量
販
店
の
動

向
を
踏
ま
え
、価
格
設
定
の
見
直
し
を
図

る
と
と
も
に
、農
薬
に
つ
い
て
も
大
型
規
格

を
推
奨
し
95
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
大
口
農
家
や
担
い
手
農
家
な
ど
、品
目
や

生
産
規
模
に
応
じ
て
重
点
農
家
を
設
定

し
、技
術
指
導
は
じ
め
市
場
動
向
を
提
供

す
る
な
ど
、訪
問
活
動
を
強
化
し
ま
し

た
。販

売
事
業

販
売
力
の
強
化
と
信
州
う
え
だ
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
つ
い
て

▼
ひ
ょ
う
害
に
あ
っ
た
リ
ン
ゴ
を「
上
田
合

戦
リ
ン
ゴ
」と
し
て
、行
政
と
連
携
す
る
中

で
、県
内
外
で
の
販
促
活
動
を
展
開
し
、農

家
所
得
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

▼
野
菜
で
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
施
設
化
や
改

植
事
業
、ま
た
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い
て
は

製
氷
機
の
導
入
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、前

年
実
績
を
上
回
る
ロ
ッ
ト
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
米
穀
で
は
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
有

利
販
売
を
目
指
し
、米
10
万
俵
以
上
集
荷

推
進
を
実
施
し
、目
標
数
量
を
上
回
る
実

績
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

(有)
信
州
う
え
だ
フ
ァ
ー
ム

耕
作
放
棄
地
の
解
消・再
生
と
担
い
手
育

成
に
つ
い
て

▼
高
密
植
わ
い
化
栽
培
等
の
導
入
に
よ
る

荒
廃
リ
ン
ゴ
園
の
復
旧・再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
や
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
園
地
の
新
規

就
農
者
への
受
け
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

▼
Ｊ
Ａ
営
農
振
興
部・販
売
部
及
び
関
係

機
関
と
連
携
し
、担
い
手
育
成
の
た
め
募

集
か
ら
就
農
ま
で
一
貫
し
た
支
援
体
制
の

確
立
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特 集 ／ Ｊ Ａ 信 州 う え だ の 自 己 改 革

　
現
在
、Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
は

「
農
を
つ
く
る
」、「
く
ら
し
を
つ

く
る
、「
Ｊ
Ａ
を
つ
く
る
」、「
共
感

を
つ
く
る
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、食

と
農
を
柱
に
、地
域
に
根
差
し
た

協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮

に
向
け
た
自
己
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
月
は
Ｊ
Ａ
信
州
う

え
だ
の
自
己
改
革
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。



塩田支所
中塩田店　
守　杏子さん

ＪＡ信州うえだ　
塩田地区事業部
部長
中村　文則さん

09

ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

体験した2人に
感想をききました！

「塩田地区は雨が少ないため、高温多湿を嫌うズッキーニを育てるには最適の
土地だと思います。ただ、雨が少ないことは同時にデメリットでもあり、この土地
で育ちにくい野菜も多いです。塩田地区で作れる野菜を確立していくとともに、
これからの新規就農者の目標となれるような農業をしていきたいと思います」

「ズッキーニの表面はツヤツヤときれ
いですが、とてもデリケートで収穫時
に葉がふれてしまうだけで傷がつい
てしまう繊細なものでした。さまざま
な作業を体験させていただき、堀井
さん夫妻の『消費者においしくズッキ
ーニを食べてもらいたい』という心配
りを感じることができました」

「ズッキーニの表面はとても繊細で、手
の爪が当たっただけでも傷がついてしま
うということで、とても慎重に作業しまし
た。堀井さんのズッキーニを扱う手つき
がとても慎重で、普段から気を使って作
業しているのだと感じました。今回の体
験では、農業の繊細さを実感することが
でき、とても勉強になりました」

守さん
中村部長

最後に堀井禎二さんにインタビュー 農業への思い

08

JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

　5月上旬、ズッキーニを栽培する堀井さんのハウスに
おじゃましました。

今回おじゃましたJA職員

上田市古安曽

塩田支所
中塩田店　
守　杏子さん

ＪＡ信州うえだ　
塩田地区事業部
部長
中村　文則さん

ほ り い

　ズッキーニを100アール、ダイコンを70アール、タマネギ
を20アール、冬至かぼちゃを15アール、ホウレンソウや野
沢菜、ブロッコリーなど20アール栽培。タマネギやダイコ
ン、ニンジンなどの野菜種子を20アール生産。

　京都府出身で、京都の種苗会社に勤務していた堀井さ
ん。同じ会社に勤めていた里子さんと結婚し、平成25年に
里子さんの地元である上田市古安曽に定住、新規就農し
た。はじめの1～2年はダリアの球根生産をしていたが、当Ｊ
Ａ職員のアドバイスにより4年前からズッキーニ栽培を始
める。当ＪＡ果菜部会副部会長兼ズッキーニ専門部長、塩
田青壮年部に所属。

堀井さん家のズッキーニ編

堀井  禎二さん    妻：里子さん
ほ り い 　 て い じ さ と こ

堀井  禎二さん    妻：里子さん

収穫作業
出荷作業

堀井 禎二さん（43） 里子さん（36）

ほ り い 　 て い じ さ と こ

　ズッキーニはとても成長が早く、この時期のものは気候にもより
ますが、受粉してから3～4日ほどで収穫できる大きさまで育ちま
す。堀井さんの家では、朝と夕方の2回収穫作業を行っています。

　収穫作業が一通り終わったら、人工授粉を行います。堀井さん家では収穫作業のあと
人工授粉をするのが一連の流れです。

　雄花と雌花は花の付け根の太さで見分けます。雌花は実になる部分が少しふっくらして
いるので違いは分かりやすいです。また、よく見ると花の形も微妙に違い、雌花のほうが雄
花より花びらに丸みがあります。

　雄花を摘み取り花び
らを取り除いておしべを
むき出しにし、めしべの
柱頭にまんべんなくポ
ンポンと花粉をつけま
す。雄花1つで雌花4～
5つ分授粉できます。

　ズッキーニの葉や茎はしっかりしていて、茎には細かいとげがつ
いていますが、それに反して実の表面はとても柔らかく繊細で、す
ぐに傷がついてしまいます。収穫するときは傷をつけないよう細心
の注意を払いながら作業します。

て い じ さ と こ

JA

JA

JA

JA

ズッキーニの実はとてもデリケート！

　自分の手がズッキーニのとげで傷つ
かないよう、また収穫するとき実を傷つ
けないよう軍手を着用し、およそ15～
20ｃｍの大きさに育った実を、ハサミ
を使って収穫します。ヘタは約1ｃｍの
長さにそろえ、花がついている場合は
取り除きます。

　ズッキーニの実が葉や茎に当たってしまうと傷がつい
てしまうので、当たらないよう注意して収穫します。ポイント

　収穫したズッキーニは気泡緩衝材を
敷いたかごの中へ。ズッキーニは重ね
て入れるのではなく、間に布巾を挟ん
で入れていきます。そうすることで、選
果場まで運ぶ間に衝撃でズッキーニが
傷つくのを防ぎます。

傷つけないようにそっと、優しく… やったー！　獲れた♪

JA

これも実が傷つかないようにする
ための工夫だね！

いざ、収穫だ！

なるほど！

JA

雄花雄花

雌花雌花

雄花 雌花

一つ一つ授粉して
いくのは大変だね～

JA

人工授粉

　収穫したズッキーニは堀井さんの自宅にある選果場へ運び、出荷作業を行います。
　ズッキーニについた汚れなどを清潔なタオルで優しく拭き取り、規格ごと箱
詰めしていきます。ズッキーニの規格は1箱に何本入るかで分けられ、箱に入
らない大きさのものは規格外となります。

　新聞紙を敷いた出荷箱にズッキ
ーニを上下交互に入れます。ズッキ
ーニは尻側が少し太いので、上下交
互に入れることできれいに箱詰めで
きます。1箱の重さが2.4ｋｇ以上に
なるように入れ、隙間は新聞紙を詰
めてズッキーニが箱の中で動いて
傷つかないようにします。

JA きれいに
入った！ 箱詰めされたズッキーニは当ＪＡ塩田農産物集出荷

所へ出荷され、市場へ出回ります。

ズッキーニ
の規格

→Ｌ
→Ｍ
→Ｓ

 9～10本
11～13本
1 4 本 以 上

1箱あたり



10～15㎝





配置員が薬と健康アドバイスを
お届けします。クミアイ家庭薬です。

こどもと一緒に畑体験！
手作りハロウィンかぼちゃでパーティー






